◎イスラムと日本の接触

・豊臣秀吉は1590年に後北条氏を滅ぼし、東北の伊達氏を降伏させて（東北処分）天下統一を達成

→天下統一で武士の軍人としての需要が低下し、大量の失業者発生が問題になる。

→秀吉は呂宋（現在のフィリピン）や朝鮮を獲得し、武士に新たな領地を配分することで、問題解決を図る。

⇒呂宋に臣従を求める使者を派遣＋朝鮮出兵

・当時のフィリピンはスペインのフェリペ2世臣下のレガスピにより、1571年にマニラが征服される

・秀吉の呂宋出兵中止＋ムスリム商人が日本まで来なかったこと

　→直接的にイスラムと日本の接触が生じないことになった

◎スペインとイスラムの接触

・732年トゥール・ポワティエ間の戦い：

　ウマイヤ朝のイスラム軍がフランス西部に侵攻した戦い

　→イスラム軍は気候上の問題で退却

　⇒イスラム勢力は、イベリア半島は確保

・イスラム勢力のイベリア半島支配：

　トレドなどを中心とするアンダルシア地方が支配の拠点。

　大西洋と地中海、イベリアと北アフリカを結ぶ交通の要衝ジブラルタルは、アラブ人が建設した。

　スペインでは、ムスリム支配の影響でパエリアなどの米料理も定着した。

・ヨーロッパ勢力の反撃：

　８～１５世紀のヨーロッパ勢力のレコンキスタ（国土回復運動）でイスラム勢力は徐々に後退。

　→1492年、グラナダ陥落でスペインがイスラム勢力を一掃

・スペインとイスラム勢力の再会：

　フェリペ2世が進出したフィリピンは、ムスリムの支配する土地。

　→フィリピンは海外のムスリムをヨーロッパ勢力がはじめて支配する事例となった

◎イスラムの拡大

・イスラム地域は出生率が低く、慢性的な人口不足

→軍事力による征服が困難になる

→商人やスーフィーによってイスラム教が拡大

・イスラム教は元来、都市の商人が信仰する宗教

　→海上通商ルートを通して、インドネシア、フィリピンなどの東南アジアまで伝わる。

· イスラムの脅威への恐怖

・イブン＝バットゥータ（1304～？）：

　モロッコのタンジール生まれ。世界を周遊。『三大陸周遊記』を著す。

　イスラム圏の治安の良さ＋都市と交通網の発達した有機的な広域世界

→イスラム世界の大旅行を可能にした

・ロジャー＝ベーコン：

　13Cイギリスのスコラ学者。

　イスラム世界がキリスト世界に対して哲学の面で優勢なことを認めていた。

　イスラムの自然科学の影響で、実験を重視。

　イスラムの脅威を認識

・マルティン＝ルター（1483～1546）：

　カトリック教会の腐敗への反発、外部のイスラム世界に征服されるのではという恐怖から宗教改革を断行

・ウィクリフ：

　ラテン語だった聖書を英訳→民衆でも聖書が読める

　イスラムの脅威に対抗するには、キリスト教を皆が正しく理解することが大事と考えた

・このように、ヨーロッパはイスラムを恐れた

　→ヨーロッパは新大陸などイスラムのいない方向に進出

　←フランスが対岸のアルジェリアに侵攻したのは1830年

◎ヨーロッパの資本主義発達と海外進出

・16～18世紀：重商主義→資本の蓄積⇒資本主義の第一段階

　　　　　　　点（植民地）と線（貿易航路）によるもの

　　　　　　　イスラム世界には進出せず

・18～19世紀：産業資本主義→世界市場という面による資本主義の第二段階

　　　　　　　イスラム世界への本格的な進出ナシ

・19～20世紀：金融資本主義→欧州列強の中での序列形成

　　　　　　　本格的にヨーロッパがイスラム世界に進出

· オスマン帝国とハプスブルク帝国の力関係の転換

・1683年、オスマン帝国による第二次ウィーン包囲が失敗

　敗因；ヨーロッパの寒冷な気候、新教・旧教連合軍の結成

→1699年カルロヴィッツ条約：

　オスマン帝国は敗戦国として始めて外交のテーブルにつく

　オスマン帝国はハンガリーを喪失

⇒これ以降オスマン帝国は、ヨーロッパの脅威でなくなった

◎イスラム教についての基礎知識

· イスラム暦：

7Cにムハンマドがメッカからメディナに移動（ヒジュラ）してから始まった

・ウンマ：宗教共同体と政治的国家が結合した政教一致の制度

・ハワリージュ：ウンマから離脱していくものたちのこと

　４代正統カリフ、アリーは対立するウマイヤ家のムアーウィヤと和睦

→これを屈辱と考える人々がハワリージュとなる

→ハワリージュ派は自分たちの意見と異なるアリーを殺害、自説に賛成しない人を殺して社会不安を生みだした

⇔ムルジア派（人間の判断は、最後の審判で神が判断する）が登場し、ハワリージュ派に対抗

・シーア派：ムハンマドとの血縁のあるアリーの子孫だけを指導者に認める

　　　　　　歴史的にイラクから東方のイランに伝播した

　　　　　　ムハンマドとの血縁を重視

・スンニ派：ムハンマドの言行を守ることを重視

◎ナポレオンのエジプト遠征

○その目的

・イギリス本国とインド間のルートの遮断（戦略的側面）。

・インドの富がイギリスに流入するのを防ぎ、イギリスの経済的自給力を削ぐ（経済的・政略的側面）。

・陸路イランを通ってインドに侵攻するための橋頭堡確保。

→フランス革命以来の大敵、イギリスの力を弱めることが目的

○経過

1、 ナポレオンは、「オスマン帝国スルタンへの臣従を拒む、エジプトのマムルークをスルタンの友好国であるフランスが倒し、マムルークの支配からエジプト人を解放する」という大義名分でエジプトに侵攻（注１、注２）

2、 フランス軍はマムルークを撃破

3、 フランス軍の略奪、イスラム教の禁酒主義に反するフランス兵への、エジプト人の反発

4、 ナポレオンのカイロ占領で、メッカ巡礼のための船舶が就航しない上に、メッカへのエジプトからのキスワとスッラが途絶えた。

· スルタンの友好国であるフランス：フランスが16世紀から、神聖ローマ帝国に対抗するために、オスマン帝国と同盟していたことを指す

· マムルーク：慢性的な人口不足と忠誠心の篤い軍人が不足したことから、優れた人材を奴隷として購入し、軍人に教育するシステム。19世紀のエジプトのマムルークは、エジプト出身ではないため、統治地域や民衆に愛着がなく、過酷な統治を行っていた。そのため農民の逃亡が多く、農業生産力が弱まる一因になっていた

○影響

１、イスラム世界の西洋国際システムへの従属化

5、 オスマン帝国やアラブ、イランがヨーロッパの国際関係に結びつく

6、 イスラム国家が、イスラム国際システム外の存在であるヨーロッパの政局の変化や動向に左右されるようになる

２、エジプトの民族・宗教の平和共存の崩壊

・エジプトの人口の10％はコプト派キリスト教徒。他にもギリシャ人やユダヤ人が居住

→イスラム世界は彼ら啓典の民に一定の自治を付与し、住み分けを行うことで、平和共存に成功していた

・しかし、フランスがコプト教徒を、エジプト支配のための政治的道具として、官僚などに起用した。

→コプト教徒はエジプト人に過酷な行いをした

⇒イスラム教徒とキリスト教徒の対立の発生。平和共存の崩壊

３、エジプト軍の完敗

・エジプトのマムルーク軍がフランス軍に完敗⇒ムスリムの屈辱感

・ナショナリズム（国民主義）、パトリオティズム（愛国心）：　

フランス革命で登場

　→フランス人、国民軍など国民という概念の登場

　→オスマン帝国にもこれらの概念が入る

・ナポレオン：国民の忠誠の対象を教会から、フランスの元首に移すために、フランスへの帰属意識を高める必要性が生じた

　　　　　　　→国民主義、政教分離、世俗主義を推進

　　　　　　　→この方針は、20世紀のケマル＝パシャによるトルコ革命に継承される

・イスラム世界：共同体の中で、多民族が平和共存

　それぞれの民族は、スルタンへの忠誠の代わりに、ミッレト（宗教共同体）での自治権

を与えられ、住み分けにより平和共存

オスマン帝国臣民に、フランスからパトリ（郷土、祖国）という概念が伝わる

→ギリシャ人などの非ムスリムは自らのパトリ、即ち国民国家を欲するようになる

→ナショナリズムの勃興、分離独立運動

⇒オスマン帝国の崩壊が進む

もう１つ重要なことは、オスマン帝国の支配階級がトルコ人であることだ

→そのため、イスラム教徒の中でも、各民族が自らのワタン（祖国）を求めだす

→イスラム教徒であるアラブ人、クルド人、アルメニア人も独立運動

⇒オスマン帝国の崩壊が進む

ナポレオンの侵入で大事なことは、国民の概念などヨーロッパの新しい活力がイスラム世界にも入ったことだ

· 西洋国際システムとイスラム国際システムの関係

・１８Cまで、ヨーロッパとイスラム世界は異なる国際システムで動いていた。

　ヨーロッパとイスラム国家の外交では、相手の国際システムの独自性を重んじた外交が行われていた。

　特に当時のオスマン帝国はヨーロッパでも屈指の実力と、繁栄した文化を持ち、イスラムの方が西洋より優位に立っていた

・オスマン帝国の第２次ウィーン包囲失敗で、オスマン帝国の優位が崩れる

→ヨーロッパ国際システムが、イスラム国際システムより優位な地位につき始める

◎本格的な西洋の衝撃

西洋諸国は資本主義をイスラム世界に浸透させようとする

→英仏は中東の商品市場を拡大するために、アジアの国々に開国を要求

貿易概念の対立：

オスマン帝国（カピチュレーションによる恩恵的な貿易）、中国の清朝（朝貢貿易）、日本（出島貿易）などアジアの国々が貿易を制限的なものと考えていたのに対して、ヨーロッパは自由貿易を主張したい

→欧米は自由競争を正当化するために、自らの国際法や国際経済の考えを普遍的であるかのように主張

→その考えをアジアに押し付け、開国（市場開放）を強制した

1838年イギリス＝オスマン通商条約、1840年ロンドン協定（エジプト）、1841年英＝イラン通商条約、1858年日米修好通商条約

→これらの条約はどれも、欧米の貿易概念を押し付け、アジアに関税自主権喪失や領事裁判権を認めさせる不平等条約だった

ヨーロッパは、イスラム世界の交通の要所に自分たちの拠点を設置

→ダカール、アルジェなど（詳細は教科書P７７）

⇒植民地帝国が成立し始める＋そこを中心にヨーロッパの生活習慣や思考法がアジア・アフリカに持ち込まれる

またこれらの地域に白人たちは、未開社会を文明化するという使命感のもとで植民地を拡大していった

◎イスラム世界外の知識人のイスラム世界観

・トクヴィル：19Cフランスの自由主義者（主著、『アメリカのデモクラシー』）

　　　　　　ただし、イスラム教に対しては過小評価

　　　　　　地中海の役割が復活した点（ヨーロッパとアジアを結ぶコースとしての役割）を見抜き、地中海掌握のための征服戦争を推奨

→19Cのフランスは、アルジェリア・チュニジア・モロッコなどのアフリカ北岸を征服し、地中海掌握を推進した

・新井白石：17Cの儒学者。徳川家６代将軍徳川家宣を補佐した。

著書『読史余論』、『西洋紀文』

　　　　　　イタリア人宣教師（バッティスタ＝シドッチ）を通じてイスラムを知る

　　　　　　→ヨーロッパ人の限定的で、偏った情報のためイスラムへの偏見を免れず

・福澤諭吉：ヨーロッパ基準で世界観を形成

　　　　　　→国内では文明化、欧州近代の原理を導入することを主張

　　　　　　→トルコ、イランを未開の世界、アラビアやタタールを野蛮な世界と考えるなど、イスラム世界に偏見

・内村鑑三、徳富蘆花：キリスト教徒。イスラムに偏見

◎講義中に話題になった人物

・石原莞爾：旧日本軍の軍人。満州事変を関東軍の作戦参謀として遂行

　　　　　　２・２６事件の収拾にも活躍

　　　　　　山内さんはこの人をかなり高く評価し、研究室にも石原莞爾の本が置いてあった。

・ムハンマド＝アリー：

　生年がナポレオンと一緒。エジプトの支配者に上り詰める

　この人の話は第三章で取り上げるから、ここでは深く扱わない

・ウェリントン：

　イギリスの軍人・政治家。この人もナポレオンと生年が一緒。

　ナポレオン戦争中、イギリス陸軍の指揮官として活躍。ワーテルローの戦いで、フランス軍を破った。

